
(57)【要約】

【課題】レーダ数が少ない場合にも、高分解能な反射強

度分布を用いて到来目標を精度よく識別するレーダ装置

を提供する。

【解決手段】複数地点に設置した複数のレーダ器で同一

目標を観測して得られる目標の高分解能な反射強度分布

を用いて目標の識別と目標の姿勢を推定するレーダ装置

であって、各レーダ器１で測定した目標までの距離情報

を用いて目標の位置を推定する目標位置推定部２と、候

補目標の高分解能な反射強度分布の観測角特性を予め蓄

積するデータベース４と、推定した目標位置において候

補目標の姿勢を仮定して、各レーダ器で得られる高分解

能な反射強度分布の組を用意し、到来目標の反射強度分

布と比較することにより到来目標の機種と姿勢を推定す

る識別処理部３とを備えた。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 地 点 に 設 置 し た 複 数 の レ ー ダ 器 で 同 一 目 標 を 観 測 し て 得 ら れ る 、 目 標 の 散 乱 点 を 分
離 で き る 空 間 分 解 能 を 有 す る 反 射 強 度 分 布 を 用 い て 、 目 標 の 識 別 と 目 標 の 姿 勢 を 推 定 す る
レ ー ダ 装 置 で あ っ て 、
　 各 レ ー ダ 器 で 測 定 し た 目 標 ま で の 距 離 情 報 を 用 い て 目 標 の 位 置 を 推 定 す る 目 標 位 置 推 定
部 と 、
　 候 補 目 標 の 反 射 強 度 分 布 の 観 測 角 特 性 を 予 め 蓄 積 す る デ ー タ ベ ー ス と 、
　 推 定 し た 目 標 位 置 に お い て 候 補 目 標 の 姿 勢 を 仮 定 し て 、 前 記 デ ー タ ベ ー ス に 蓄 積 さ れ た
デ ー タ に 基 づ い て 各 レ ー ダ 器 で 得 ら れ る 反 射 強 度 分 布 の 組 を 用 意 し 、 到 来 目 標 の 観 測 結 果
で あ る 反 射 強 度 分 布 と 比 較 す る こ と に よ り 到 来 目 標 の 機 種 と 姿 勢 を 推 定 す る 識 別 処 理 部 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る レ ー ダ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の レ ー ダ 装 置 に お い て 、
　 前 記 デ ー タ ベ ー ス は 、 反 射 強 度 分 布 の 観 測 角 特 性 と し て 、 候 補 目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー
ル の 観 測 角 特 性 を 予 め 蓄 積 し 、
　 前 記 識 別 処 理 部 は 、 推 定 し た 目 標 位 置 に お い て 候 補 目 標 の 姿 勢 を 仮 定 し て 、 各 レ ー ダ 器
で 得 ら れ る レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル の 組 を 用 意 し 、 到 来 目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル と 比 較 す る
こ と に よ り 到 来 目 標 の 機 種 と 姿 勢 を 推 定 す る
　 こ と を 特 徴 と す る レ ー ダ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の レ ー ダ 装 置 に お い て 、
　 前 記 デ ー タ ベ ー ス は 、 反 射 強 度 分 布 の 観 測 角 特 性 と し て 、 候 補 目 標 の Ｒ Ｃ Ｓ （ Radar Cr
oss Section） の 観 測 角 特 性 を 予 め 蓄 積 し 、
　 前 記 識 別 処 理 部 は 、 推 定 し た 目 標 位 置 に お い て 候 補 目 標 の 姿 勢 を 仮 定 し て 、 各 レ ー ダ 器
で 得 ら れ る ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル の 組 を 用 意 し 、 到 来 目 標 の ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー
ル と 比 較 す る こ と に よ り 到 来 目 標 の 機 種 と 姿 勢 を 推 定 す る
　 こ と を 特 徴 と す る レ ー ダ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の レ ー ダ 装 置 に お い て 、
　 前 記 デ ー タ ベ ー ス は 、 反 射 強 度 分 布 の 観 測 角 特 性 と し て 、 候 補 目 標 の 部 分 Ｒ Ｃ Ｓ （ Rada
r Cross Section） の 観 測 角 特 性 を 予 め 蓄 積 し 、
　 前 記 識 別 処 理 部 は 、 推 定 し た 目 標 位 置 に お い て 候 補 目 標 の 姿 勢 を 仮 定 し て 、 各 レ ー ダ 器
で 得 ら れ る レ ー ダ 画 像 の 組 を 用 意 し 、 到 来 目 標 の レ ー ダ 画 像 と 比 較 す る こ と に よ り 到 来 目
標 の 機 種 と 姿 勢 を 推 定 す る
　 こ と を 特 徴 と す る レ ー ダ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の レ ー ダ 装 置 に お い て 、
　 前 記 デ ー タ ベ ー ス は 、 反 射 強 度 分 布 の 観 測 角 特 性 と し て 、 候 補 目 標 の 反 射 強 度 分 布 の 特
徴 量 の 観 測 角 特 性 を 予 め 蓄 積 し 、
　 前 記 識 別 処 理 部 は 、 推 定 し た 目 標 位 置 に お い て 候 補 目 標 の 姿 勢 を 仮 定 し て 、 各 レ ー ダ 器
で 得 ら れ る 反 射 強 度 分 布 の 特 徴 量 の 組 を 用 意 し 、 到 来 目 標 の 反 射 強 度 分 布 の 特 徴 量 と 比 較
す る こ と に よ り 到 来 目 標 の 機 種 と 姿 勢 を 推 定 す る
　 こ と を 特 徴 と す る レ ー ダ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の レ ー ダ 装 置 に お い て 、
　 前 記 複 数 の レ ー ダ 器 は 、 周 波 数 の 異 な る レ ー ダ 信 号 を 送 受 信 し 、
　 前 記 デ ー タ ベ ー ス は 、 反 射 強 度 分 布 の 観 測 角 特 性 と し て 、 候 補 目 標 の レ ー ダ 信 号 の 周 波
数 に 対 応 し た 反 射 強 度 分 布 お よ び そ の 特 徴 量 の 観 測 角 特 性 を 蓄 積 し 、
　 前 記 識 別 処 理 部 は 、 各 レ ー ダ 器 が 周 波 数 の 異 な る レ ー ダ 信 号 を 送 受 信 す る こ と を 考 慮 し
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て 目 標 の 機 種 の 識 別 と 姿 勢 の 推 定 を 行 う
　 こ と を 特 徴 と す る レ ー ダ 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の レ ー ダ 装 置 に お い て 、
　 前 記 複 数 の レ ー ダ 器 は 、 偏 波 の 異 な る レ ー ダ 信 号 を 送 受 信 し 、
　 前 記 デ ー タ ベ ー ス は 、 反 射 強 度 分 布 の 観 測 角 特 性 と し て 、 候 補 目 標 の 散 乱 行 列 レ ン ジ プ
ロ フ ィ ー ル の 観 測 角 特 性 を 蓄 積 し 、
　 前 記 識 別 処 理 部 は 、 各 レ ー ダ 器 が 偏 波 の 異 な る レ ー ダ 信 号 を 送 受 信 す る こ と を 考 慮 し て
目 標 の 機 種 の 識 別 と 姿 勢 の 推 定 を 行 う
　 こ と を 特 徴 と す る レ ー ダ 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ５ な い し ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ー ダ 装 置 に お い て 、
　 前 記 反 射 強 度 分 布 は 、 レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 、 ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル ま た は レ ン ジ と
ク ロ ス レ ン ジ を 軸 と す る レ ー ダ 画 像 の い ず れ か で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る レ ー ダ 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ な い し ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ー ダ 装 置 に お い て 、
　 各 レ ー ダ 器 で の 送 受 信 か ら 識 別 処 理 部 で の 識 別 ま で の 処 理 を 複 数 回 繰 り 返 し て 得 ら れ る
複 数 の 識 別 結 果 の 中 で 、 最 も 多 く 目 標 の 機 種 と 判 断 さ れ た 候 補 目 標 を 最 終 的 な 到 来 目 標 の
機 種 と し て 出 力 す る 複 数 回 観 測 判 定 部 を さ ら に 備 え た
　 こ と を 特 徴 と す る レ ー ダ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 複 数 地 点 に 設 置 し た 複 数 の レ ー ダ で 同 一 目 標 を 観 測 し て 得 ら れ る 反 射 強 度
分 布 を 用 い て 目 標 の 識 別 と 目 標 の 姿 勢 を 推 定 す る レ ー ダ 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の レ ー ダ 装 置 と し て 、 複 数 地 点 に 設 置 し た レ ー ダ で 同 一 目 標 を 観 測 し て 得
ら れ る 目 標 の Ｒ Ｃ Ｓ （ Radar Cross Section） 値 を 用 い て 目 標 の 識 別 と 目 標 の 姿 勢 を 推 定
す る も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ６ ７ ７ ４ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 の レ ー ダ 装 置 で は 、 レ ー ダ 数 が 少 な い 場 合 に 識 別 性 能 が 低
く な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 レ ー ダ 数 が 少
な い 場 合 で も 到 来 目 標 を 精 度 よ く 識 別 す る こ と が で き る レ ー ダ 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 に 係 る レ ー ダ 装 置 は 、 複 数 地 点 に 設 置 し た 複 数 の レ ー ダ 器 で 同 一 目 標 を 観 測 し
て 得 ら れ る 、 目 標 の 散 乱 点 を 分 離 で き る 空 間 分 解 能 を 有 す る 反 射 強 度 分 布 を 用 い て 、 目 標
の 識 別 と 目 標 の 姿 勢 を 推 定 す る レ ー ダ 装 置 で あ っ て 、 各 レ ー ダ 器 で 測 定 し た 目 標 ま で の 距
離 情 報 を 用 い て 目 標 の 位 置 を 推 定 す る 目 標 位 置 推 定 部 と 、 候 補 目 標 の 反 射 強 度 分 布 の 観 測
角 特 性 を 予 め 蓄 積 す る デ ー タ ベ ー ス と 、 推 定 し た 目 標 位 置 に お い て 候 補 目 標 の 姿 勢 を 仮 定
し て 、 前 記 デ ー タ ベ ー ス に 蓄 積 さ れ た デ ー タ に 基 づ い て 各 レ ー ダ 器 で 得 ら れ る 反 射 強 度 分
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布 の 組 を 用 意 し 、 到 来 目 標 の 観 測 結 果 で あ る 反 射 強 度 分 布 と 比 較 す る こ と に よ り 到 来 目 標
の 機 種 と 姿 勢 を 推 定 す る 識 別 処 理 部 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 レ ー ダ 数 が 少 な い 場 合 に も 、 目 標 の 散 乱 点 を 分 離 で き る 空 間 分 解 能
を 有 す る 反 射 強 度 分 布 を 用 い て 到 来 目 標 を 精 度 よ く 識 別 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 実 施 の 形 態 １ ．
　 （ レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル ）
　 以 下 、 図 １ ～ 図 ５ に 従 い こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図
１ に 示 す レ ー ダ 装 置 は 、 複 数 地 点 に 設 置 し た レ ー ダ 器 で 同 一 目 標 を 観 測 し て 得 ら れ る 目 標
の 高 分 解 能 な 反 射 強 度 分 布 と し て レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル を 用 い て 目 標 の 識 別 と 目 標 の 姿 勢 を
推 定 す る レ ー ダ 装 置 で あ っ て 、 複 数 地 点 に 設 置 し た レ ー ダ 器 １ （ １ － １ ， １ － ２ ， ・ ・ ・
， １ － Ｍ を 総 称 す る ） と 、 各 レ ー ダ 器 １ で 測 定 し た 目 標 ま で の 距 離 情 報 を 用 い て 目 標 の 位
置 を 推 定 す る 目 標 位 置 推 定 部 ２ と 、 候 補 目 標 の 高 分 解 能 な 反 射 強 度 分 布 の 観 測 角 特 性 を 予
め 蓄 積 す る デ ー タ ベ ー ス と し て の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル デ ー タ ベ ー ス ４ と 、 受 信 信 号 を 処 理
し て 高 分 解 能 な 反 射 強 度 分 布 を 生 成 す る と 共 に 、 推 定 し た 目 標 位 置 に お い て 候 補 目 標 の 姿
勢 を 仮 定 し て 、 各 レ ー ダ 器 １ で 得 ら れ る 高 分 解 能 な 反 射 強 度 分 布 の 組 を 用 意 し 、 到 来 目 標
の 反 射 強 度 分 布 と 比 較 す る こ と に よ り 到 来 目 標 の 機 種 と 姿 勢 を 推 定 す る 識 別 処 理 部 と し て
の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 識 別 処 理 部 ３ と を 備 え て い る 。 こ こ で 、 本 明 細 書 で 言 及 す る 「 高 分
解 能 な 反 射 強 度 分 布 」 と は 、 目 標 の 形 状 に 対 し て 目 標 の 散 乱 点 を 分 離 で き る 程 度 に 高 い 空
間 分 解 能 を 有 す る 反 射 強 度 分 布 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 、 レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル デ ー タ ベ ー ス ４ は 、 候 補 目 標 の 高 分 解 能 な 反 射 強 度 分 布 の
観 測 角 特 性 と し て 候 補 目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル の 観 測 角 特 性 を 予 め 蓄 積 し 、 レ ン ジ プ ロ
フ ィ ー ル 識 別 処 理 部 ３ は 、 推 定 し た 目 標 位 置 に お い て 候 補 目 標 の 姿 勢 を 様 々 に 仮 定 し て 、
各 レ ー ダ 器 １ で 得 ら れ る レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル の 組 を 用 意 し 、 到 来 目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー
ル と 比 較 す る こ と に よ り 到 来 目 標 の 機 種 と 姿 勢 を 推 定 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ は 、 レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 識 別 処 理 部 ３ の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ に
示 す よ う に 、 レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 識 別 処 理 部 ３ は 、 目 標 位 置 推 定 部 ２ に よ り 推 定 さ れ た 目
標 位 置 に お い て 候 補 目 標 の 姿 勢 を 様 々 に 仮 定 し て 各 レ ー ダ 器 の 観 測 角 を 目 標 と 各 レ ー ダ 器
の 位 置 関 係 か ら 算 出 す る 観 測 角 算 出 部 ３ ａ と 、 観 測 角 に 対 応 す る 候 補 目 標 の レ ン ジ プ ロ フ
ィ ー ル を レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル デ ー タ ベ ー ス ４ か ら 読 み 出 す レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 読 み 出 し 部
３ ｂ と 、 レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル に 基 づ い て 到 来 目 標 の 機 種 と 姿 勢 の 推 定 結 果 を 出 力 す る 判 定
部 ３ ｃ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 、 上 記 構 成 を 備 え る 実 施 の 形 態 １ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
　 （ １ ） レ ー ダ 器 １ － ｍ （ ｍ ＝ １ 、 ２ 、 ・ ・ ・ ， Ｍ ） は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 複 数 地 点 に
配 置 さ れ て い る も の と す る 。 各 レ ー ダ 器 １ － ｍ の 位 置 （ ｘ ｍ 、 ｙ ｍ 、 ｚ ｍ ） （ ｍ ＝ １ 、 ２
、 ・ ・ ・ ， Ｍ ） は 既 知 で あ る 。 各 レ ー ダ 器 １ － ｍ は 、 同 一 目 標 に 対 し て そ れ ぞ れ パ ル ス を
送 受 信 す る 。 得 ら れ た 受 信 信 号 か ら 、 各 レ ー ダ 器 １ － ｍ で 観 測 し た 目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ
ー ル ｓ ｍ （ ｍ ＝ １ 、 ２ 、 ・ ・ ・ ， Ｍ ） と 、 各 レ ー ダ 器 １ － ｍ か ら 目 標 ま で の 距 離 Ｒ ｍ （ ｍ
＝ １ 、 ２ 、 ・ ・ ・ ， Ｍ ） を 得 る 。 こ こ で 、 レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル ｓ ｍ は 次 式 で 定 義 さ れ る ベ
ク ト ル で あ る 。 た だ し 、 ｓ （ ｒ ） は ｒ 番 目 の レ ン ジ ビ ン に お け る Ｒ Ｃ Ｓ の 観 測 量 で あ る 。
Ｋ は レ ン ジ ビ ン 数 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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【 数 １ 】
　
　
　
【 ０ ０ １ ３ 】
　 各 レ ー ダ 器 １ － ｍ で 得 ら れ た 目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル ｓ ｍ と 目 標 ま で の 距 離 Ｒ ｍ は 、
目 標 位 置 推 定 部 ２ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ２ ） 目 標 位 置 推 定 部 ２ は 、 各 レ ー ダ 器 １ － ｍ で 測 定 し た 目 標 ま で の 距 離 Ｒ ｍ と 、 既 知
の 情 報 で あ る 各 レ ー ダ 器 １ － ｍ の 位 置 （ ｘ ｍ 、 ｙ ｍ 、 ｚ ｍ ） か ら 、 目 標 位 置 を 推 定 す る 。
目 標 位 置 を Ｐ ｔ （ ｘ ｐ 、 ｙ ｐ 、 ｚ ｐ ） と す る と 、 各 レ ー ダ 器 １ － ｍ と 目 標 位 置 Ｐ ｔ の 距 離
Ｒ ｍ は 次 式 で 表 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
【 ０ ０ １ ６ 】
　 目 標 位 置 Ｐ ｔ は 、 式 （ １ ） の 非 線 形 の 連 立 方 程 式 を 最 小 ２ 乗 法 に よ り 解 く こ と に よ り 決
定 す る 。 目 標 位 置 推 定 部 ２ で 推 定 さ れ た 目 標 位 置 Ｐ ｔ と 、 目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル ｓ ｍ

は 、 レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 識 別 処 理 部 ３ へ 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ ３ ） 観 測 角 算 出 部 ３ ａ は 、 目 標 位 置 Ｐ ｔ に お い て 候 補 目 標 Ｎ （ Ｎ ＝ １ 、 ２ 、 ・ ・ ・ ，
Ｎ ） の 姿 勢 （ ｉ ｘ 、 ｉ ｙ 、 ｉ ｚ ） を 様 々 に 仮 定 し て 、 各 レ ー ダ 器 １ － ｍ の 観 測 角 （ θ ｍ 、
φ ｍ ） （ ｍ ＝ １ 、 ２ 、 ・ ・ ・ ， Ｍ ） を 目 標 と 各 レ ー ダ 器 １ － ｍ の 位 置 関 係 か ら 算 出 す る 。
こ こ で 、 （ ｉ ｘ 、 ｉ ｙ 、 ｉ ｚ ） は 目 標 の 姿 勢 を 表 し 、 そ れ ぞ れ 目 標 の 機 首 方 向 、 横 方 向 、
高 さ 方 向 の 単 位 ベ ク ト ル を 表 す 。 （ θ ｍ 、 φ ｍ ） は 各 レ ー ダ 器 １ － ｍ の 観 測 角 で 、 エ レ ベ
ー シ ョ ン 角 φ ｍ と ア ジ マ ス 角 θ ｍ で 表 さ れ る 。 観 測 角 （ θ ｍ 、 φ ｍ ） は 、 目 標 を 基 準 と し
た 各 レ ー ダ 器 １ － ｍ の 方 向 で あ り 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 （ ｉ ｘ 、 ｉ ｙ 、 ｉ ｚ ） 座 標 系
に お け る （ ｉ ｘ 、 ｉ ｙ ） 平 面 内 で ｉ ｘ 軸 か ら 半 時 計 回 り に 測 っ た ア ジ マ ス 角 φ ｍ 、 お よ び
、 （ ｉ ｘ 、 ｉ ｙ ） 平 面 か ら ｉ ｚ 軸 方 向 に 測 っ た エ レ ベ ー シ ョ ン 角 θ ｍ で 定 義 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ ４ ） そ し て 、 レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 読 み 出 し 部 ３ ｂ が 、 こ の 観 測 角 （ θ ｍ 、 φ ｍ ） に 対
応 す る 候 補 目 標 Ｎ の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル ｓ Ｎ 、 （ θ ｍ 、 φ ｍ ） を 、 各 候 補 目 標 Ｎ に つ い て
様 々 な 観 測 角 に 対 す る レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル を 蓄 積 す る デ ー タ ベ ー ス ４ か ら 読 み 出 し て き て
、 次 式 の ベ ク ト ル と し て 用 意 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 式 （ ３ ） の Ｓ （ Ｎ 、 （ ｉ ｘ 、 ｉ ｙ 、 ｉ ｚ ） 、 Ｐ ｔ ） は 、 目 標 位 置 Ｐ ｔ に お い て 候 補 目 標
Ｎ が 姿 勢 （ ｉ ｘ 、 ｉ ｙ 、 ｉ ｚ ） で あ る と き に 各 レ ー ダ 器 １ － ｍ で 得 ら れ る レ ン ジ プ ロ フ ィ
ー ル ｓ Ｎ 、 （ θ ｍ 、 φ ｍ ） を 要 素 と す る ベ ク ト ル で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ ５ ） 判 定 部 ３ ｃ は 、 ま ず 、 目 標 位 置 推 定 部 ２ か ら 送 ら れ た 各 レ ー ダ 器 １ － ｍ で 観 測 し
た 目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル ｓ ｍ を 要 素 と す る ベ ク ト ル Ｓ ｏ ｂ ｓ を 次 式 で 与 え る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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【 数 ４ 】
　
　
　
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ ６ ） 次 に 、 候 補 目 標 Ｎ が 到 来 目 標 と 一 致 し て 、 か つ 、 姿 勢 （ ｉ ｘ 、 ｉ ｙ 、 ｉ ｚ ） が 等
し い と き に Ｓ ｏ ｂ ｓ と Ｓ （ Ｎ 、 （ ｉ ｘ 、 ｉ ｙ 、 ｉ ｚ ） 、 Ｐ ｔ ） が 理 想 的 に は 一 致 す る こ と
を 踏 ま え 、 次 式 の 評 価 関 数 を 最 小 化 す る 候 補 目 標 Ｎ 、 姿 勢 （ ｉ ｘ 、 ｉ ｙ 、 ｉ ｚ ） の 組 を そ
れ ぞ れ 到 来 目 標 の 機 種 と 姿 勢 の 推 定 結 果 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 数 ５ 】
　
　
　
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ 他 の 実 施 例 ）
　 （ 相 関 値 ）
　 上 記 実 施 の 形 態 １ で は 、 式 （ ５ ） の 評 価 関 数 を 導 入 し 、 Ｓ ｏ ｂ ｓ と Ｓ （ Ｎ 、 （ ｉ ｘ 、 ｉ

ｙ 、 ｉ ｚ ） 、 Ｐ ｔ ） の 誤 差 を 最 小 化 す る よ う に 候 補 目 標 と 姿 勢 を 決 定 し た が 、 次 式 の 評 価
関 数 を 導 入 し 、 相 関 値 を 評 価 指 標 と し て 識 別 を 行 う よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 数 ６ 】
　
　
　
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 ｘ ｃ ｏ ｌ ｌ は 、 次 式 で 表 さ れ る よ う に 、 Ｓ ｏ ｂ ｓ と Ｓ （ Ｎ 、 （ ｉ ｘ 、 ｉ ｙ 、 ｉ

ｚ ） 、 Ｐ ｔ ） の 対 応 す る 要 素 （ ｓ １ と ｓ ｎ , ( θ １ , φ １ ) ， ｓ ２ と ｓ ｎ , ( θ ２ , φ ２ ) ， ｓ Ｍ

と ｓ ｎ , ( θ Ｍ , φ Ｍ ) ） ご と に 最 大 相 関 値 を 計 算 し 、 こ れ を 足 し 合 わ せ た 値 を 返 す オ ペ レ ー
タ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 数 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の と き 、 式 （ ６ ） の 評 価 関 数 を 最 大 化 す る 候 補 目 標 と 姿 勢 を 識 別 結 果 と し て 出 力 す る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ 他 の 実 施 例 ）
　 （ デ ー タ ベ ー ス ）
　 上 記 実 施 の 形 態 １ で は 、 候 補 目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル の 観 測 角 特 性 を 予 め 蓄 積 す る レ
ン ジ プ ロ フ ィ ー ル デ ー タ ベ ー ス ４ を 設 け る よ う に し た が 、 候 補 目 標 の 形 状 を 用 意 し て お き
、 Ｇ Ｔ Ｄ （ Geometrical Theory of Diffraction） 等 の 数 値 計 算 に よ り 逐 次 レ ン ジ プ ロ フ
ィ ー ル を 計 算 す る よ う な 構 成 に し て も 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 （ 他 の 実 施 例 ）
　 （ マ ル チ ス タ テ ィ ッ ク ）
　 上 記 実 施 の 形 態 １ で は 、 複 数 の レ ー ダ 器 で パ ル ス を 送 受 信 し 、 同 一 目 標 を 観 測 す る モ ノ
ス タ テ ィ ッ ク レ ー ダ シ ス テ ム の 例 で 説 明 し た が 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 １ つ の レ ー ダ 器 で 送
信 を 行 い 、 全 て の レ ー ダ 器 で 同 時 に 受 信 を 行 う マ ル チ ス タ テ ィ ッ ク レ ー ダ シ ス テ ム に お い
て も 、 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る こ と は 容 易 に 推 測 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ 効 果 ）
　 以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ れ ば 、 レ ー ダ 数 が 少 な い 場 合 に も 、 高 分 解
能 な レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル を 用 い て 到 来 目 標 を 精 度 よ く 識 別 す る こ と が で き る 。 ま た 、 各 レ
ー ダ 器 で 測 定 し た 目 標 ま で の 距 離 情 報 を 用 い て 目 標 の 位 置 を 推 定 す る よ う に し た の で 、 角
度 分 解 能 が 低 い レ ー ダ 器 を 用 い た 場 合 に も 目 標 位 置 を 精 度 良 く 推 定 で き 、 識 別 率 が 向 上 す
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 実 施 の 形 態 ２ ．
　 （ ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル ）
　 以 下 、 図 ６ ～ 図 ７ に 従 い こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ６ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 ま
た 、 図 ７ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 識 別 処 理 部 １ ３ の
内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ６ 及 び 図 ７ に お い て 、 図 １ 及 び 図 ２ と 対 応 す る 部 分
に は 同 一 符 号 を 付 し そ の 詳 細 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ６ に 示 す レ ー ダ 装 置 は 、 複 数 地 点 に 設 置 し た レ ー ダ 器 で 同 一 目 標 を 観 測 し て 得 ら れ る
目 標 の 高 分 解 能 な 反 射 強 度 分 布 と し て ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル を 用 い て 目 標 の 識 別 と 目
標 の 姿 勢 を 推 定 す る レ ー ダ 装 置 で あ っ て 、 複 数 地 点 に 設 置 し た レ ー ダ 器 １ １ （ １ １ － １ ，
１ １ － ２ ， ・ ・ ・ ， １ １ － Ｍ を 総 称 す る ） と 、 図 １ に 示 す 実 施 の 形 態 １ と 同 様 な 目 標 位 置
推 定 部 ２ と 、 デ ー タ ベ ー ス と し て の Ｒ Ｃ Ｓ （ Radar Cross Section） デ ー タ ベ ー ス １ ４ と
、 識 別 処 理 部 と し て の ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 生 成 部 １ ２ 及 び ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー
ル 識 別 処 理 部 １ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ こ で 、 デ ー タ ベ ー ス １ ４ は 、 高 分 解 能 な 反 射 強 度 分 布 の 観 測 角 特 性 と し て 、 候 補 目 標
の Ｒ Ｃ Ｓ の 観 測 角 特 性 を 予 め 蓄 積 し 、 ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 生 成 部 １ ２ は 、 受 信 信 号
を 処 理 し て ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル を 生 成 し 、 ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 識 別 処 理 部 １
３ は 、 推 定 し た 目 標 位 置 に お い て 候 補 目 標 の 姿 勢 を 仮 定 し て 、 各 レ ー ダ 器 １ １ で 得 ら れ る
ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル の 組 を 用 意 し 、 到 来 目 標 の ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル と 比 較 す
る こ と に よ り 到 来 目 標 の 機 種 と 姿 勢 を 推 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 識 別 処 理 部 １ ３ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 図 ２ に 示 す 実
施 の 形 態 １ と 同 様 な 、 観 測 角 算 出 部 ３ ａ 及 び 判 定 部 ３ ｃ を 有 す る と 共 に 、 レ ン ジ プ ロ フ ィ
ー ル 読 み 出 し 部 ３ ｂ の 代 わ り に 、 Ｒ Ｃ Ｓ デ ー タ ベ ー ス １ ４ か ら 観 測 角 に 対 応 す る 候 補 目 標
の Ｒ Ｃ Ｓ の 観 測 角 特 性 を 読 み 出 す Ｒ Ｃ Ｓ 読 み 出 し 部 １ ３ ａ を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 述 し た 実 施 の 形 態 １ で は 、 レ ン ジ 分 解 能 の 高 い レ ー ダ を 用 い る こ と で 目 標 の レ ン ジ プ
ロ フ ィ ー ル を 観 測 し た が 、 レ ン ジ 分 解 能 が 低 い レ ー ダ で は レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル が 得 ら れ な
い 。 し か し 、 目 標 が 移 動 す る 場 合 、 複 数 パ ル ス を 送 受 信 し て ド ッ プ ラ ー 周 波 数 を 観 測 す る
こ と に よ り 、 レ ン ジ に 直 交 す る ク ロ ス レ ン ジ 方 向 の 長 さ に 対 す る 反 射 強 度 分 布 （ ク ロ ス レ
ン ジ プ ロ フ ィ ー ル ） を 観 測 で き る 。 ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル の 観 測 方 法 は 、 文 献 High-R
esolution Radar Second Edition（ 著 者 Donald R. Wehner, 出 版 社 Artech House Publish
ers, pp. 341～ 433） を 参 照 の こ と 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 次 に 、 上 記 構 成 を 備 え る 実 施 の 形 態 ２ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
　 （ １ ） 複 数 地 点 に 配 置 さ れ た レ ー ダ 器 １ １ － ｍ （ ｍ ＝ １ 、 ２ 、 ・ ・ ・ ， Ｍ ） は 、 ｔ ＝ ０
（ ｓ ） か ら ｔ ＝ Ｔ （ ｓ ） の 間 に 、 そ れ ぞ れ 同 一 目 標 に 対 し て パ ル ス を 照 射 し て 反 射 波 を 受
信 す る 処 理 を Ｈ 回 繰 り 返 す 。 こ れ に よ り 、 各 レ ー ダ 器 １ １ － ｍ で 収 集 し た 受 信 信 号 ｇ ｍ （
ｈ ） （ ｈ ＝ １ 、 ２ 、 ・ ・ ・ ， Ｈ ） と 、 各 レ ー ダ 器 １ １ － ｍ か ら 目 標 ま で の 距 離 Ｒ ｍ （ ｈ ）
（ ｍ ＝ １ 、 ２ 、 ・ ・ ・ ， Ｍ 、 ｈ ＝ １ 、 ２ 、 ・ ・ ・ ， Ｈ ） を 得 る 。 こ こ で 、 Ｔ を 合 成 開 口 時
間 、 Ｈ を ヒ ッ ト 数 、 ｈ を ヒ ッ ト 番 号 と 呼 ぶ 。 な お 、 各 レ ー ダ 器 １ １ － ｍ の 位 置 （ ｘ ｍ 、 ｙ

ｍ 、 ｚ ｍ ） （ ｍ ＝ １ 、 ２ 、 ・ ・ ・ ， Ｍ ） は 既 知 で あ る と す る 。 各 レ ー ダ 器 １ １ － ｍ で 得 ら
れ た 受 信 信 号 ｇ ｍ （ ｈ ） と 目 標 ま で の 距 離 Ｒ ｍ （ ｈ ） は 、 目 標 位 置 推 定 部 ２ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 （ ２ ） 目 標 位 置 推 定 部 ２ は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 の 処 理 を Ｈ 回 の 送 受 信 に つ い て そ れ ぞ
れ 行 い 、 目 標 位 置 Ｐ ｔ （ ｈ ） （ ｈ ＝ １ 、 ２ 、 ・ ・ ・ ， Ｈ ） を 推 定 す る 。 な お 、 目 標 位 置 Ｐ

ｔ （ ｈ ） は 、 ｔ ＝ ０ （ ｓ ） か ら ｔ ＝ Ｔ （ ｓ ） の 間 に 目 標 が 移 動 し た 軌 跡 の 推 定 値 を 表 す の
で 、 以 降 の 説 明 で は 軌 跡 Ｐ ｔ （ ｈ ） と 呼 ぶ こ と に す る 。 目 標 位 置 推 定 部 ２ で 推 定 さ れ た 軌
跡 Ｐ ｔ （ ｈ ） と 、 受 信 信 号 ｇ ｍ （ ｈ ） は 、 ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 生 成 部 １ ２ へ 送 ら れ
る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ ３ ） ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 生 成 部 １ ２ は 、 目 標 位 置 推 定 部 ２ で 推 定 さ れ た 軌 跡 Ｐ

ｔ （ ｈ ） に 基 づ い て 受 信 信 号 ｇ ｍ （ ｈ ） を 処 理 し て 、 各 レ ー ダ 器 １ １ － ｍ で 観 測 し た ク ロ
ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル Ｃ ｐ ｍ （ ｍ ＝ １ 、 ２ 、 ・ ・ ・ ， Ｍ ） を 生 成 す る 。 ク ロ ス レ ン ジ プ ロ
フ ィ ー ル Ｃ ｐ ｍ は 次 式 で 定 義 さ れ る ベ ク ト ル で あ る 。 た だ し 、 Ｃ ｐ （ ｒ ） は ｒ 番 目 の ク ロ
ス レ ン ジ セ ル に お け る Ｒ Ｃ Ｓ の 観 測 量 で あ る 。 Ｄ は ク ロ ス レ ン ジ セ ル 数 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
【 数 ８ 】
　
　
　
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 生 成 部 １ ２ で 生 成 さ れ た 観 測 し た 目 標 の ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ
ィ ー ル Ｃ ｐ ｍ と 、 目 標 位 置 Ｐ ｔ （ ｈ ） は 、 ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 識 別 処 理 部 １ ３ へ 送
ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ ４ ） ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 識 別 処 理 部 １ ３ に お い て 、 観 測 角 算 出 部 ３ ａ は 、 推 定
さ れ た 軌 跡 Ｐ ｔ （ ｈ ） に お い て 候 補 目 標 Ｎ （ Ｎ ＝ １ 、 ２ 、 ・ ・ ・ ， Ｎ ） の 姿 勢 （ ｉ ｘ 、 ｉ

ｙ 、 ｉ ｚ ） を 様 々 に 仮 定 し て 、 各 レ ー ダ 器 １ １ － ｍ が 候 補 目 標 Ｎ に 対 し て Ｈ 回 パ ル ス を 送
受 信 す る と き の 各 送 受 信 に お け る 観 測 角 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 （ ５ ） そ し て 、 Ｒ Ｃ Ｓ 読 み 出 し 部 １ ３ ａ が 、 こ の 観 測 角 に 対 す る 候 補 目 標 Ｎ の Ｒ Ｃ Ｓ を
、 各 候 補 目 標 Ｎ に つ い て 様 々 な 観 測 角 に 対 す る Ｒ Ｃ Ｓ を 蓄 積 す る Ｒ Ｃ Ｓ デ ー タ ベ ー ス １ ４
か ら 読 み 出 し て き て 、 各 レ ー ダ 器 １ １ － ｍ が Ｈ 回 パ ル ス を 送 受 信 し て 得 た 受 信 信 号 を 用 意
す る 。 そ し て 、 推 定 さ れ た 軌 跡 Ｐ ｔ （ ｈ ） に 基 づ い て こ の 受 信 信 号 を 処 理 し て 、 各 レ ー ダ
器 １ １ － ｍ で 得 ら れ る ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル Ｃ ｐ ｍ （ Ｎ 、 （ ｉ ｘ 、 ｉ ｙ 、 ｉ ｚ ） 、 Ｐ

ｔ （ ｈ ） ） （ ｍ ＝ １ 、 ２ 、 ・ ・ ・ ， Ｍ 、 Ｎ ＝ １ 、 ２ 、 ・ ・ ・ ， Ｈ ） を 生 成 し 、 こ れ を 次 式
の よ う に ま と め る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
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【 数 ９ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 （ ６ ） 判 定 部 ３ ｃ は 、 ま ず 、 ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル １ ２ か ら 送 ら れ た 各 レ ー ダ 器 １
１ － ｍ で 観 測 し た 目 標 の ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル Ｃ ｐ ｍ を 要 素 と す る ベ ク ト ル Ｓ ｏ ｂ ｓ

を 次 式 で 与 え る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 数 １ ０ 】
　
　
　
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 候 補 目 標 Ｎ が 到 来 目 標 と 一 致 し て 、 か つ 、 姿 勢 （ ｉ ｘ 、 ｉ ｙ 、 ｉ ｚ ） が 等 し い と
き に Ｓ ｏ ｂ ｓ と Ｓ （ Ｎ 、 （ （ ｉ ｘ 、 ｉ ｙ 、 ｉ ｚ ） 、 Ｐ ｔ （ ｈ ） ） が 理 想 的 に は 一 致 す る こ
と を 踏 ま え 、 次 式 の 評 価 関 数 を 最 小 化 す る 候 補 目 標 Ｎ 、 姿 勢 （ ｉ ｘ 、 ｉ ｙ 、 ｉ ｚ ） の 組 を
そ れ ぞ れ 到 来 目 標 の 機 種 と 姿 勢 の 推 定 結 果 と す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 数 １ １ 】
　
　
　
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 （ 他 の 実 施 例 ）
　 （ 相 関 値 ）
　 上 記 実 施 の 形 態 ２ で は 、 式 （ １ ２ ） の 評 価 関 数 を 導 入 し 、 Ｓ ｏ ｂ ｓ と Ｓ （ Ｎ 、 （ ｉ ｘ 、
ｉ

ｙ 、 ｉ ｚ ） 、 Ｐ ｔ （ ｈ ） ） の 誤 差 を 最 小 化 す る よ う に 候 補 目 標 と 姿 勢 を 決 定 し た が 、 次 式
の 評 価 関 数 を 導 入 し 、 相 関 値 を 評 価 指 標 と し て 識 別 を 行 う よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
【 数 １ ２ 】
　
　
　
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の と き 、 式 （ １ ３ ） の 評 価 関 数 を 最 大 化 す る 候 補 目 標 と 姿 勢 を 識 別 結 果 と し て 出 力 す
る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ 他 の 実 施 例 ）
　 （ 軌 跡 ）
　 上 記 実 施 の 形 態 ２ で は 、 推 定 さ れ た 軌 跡 に お い て 候 補 目 標 の 姿 勢 を 様 々 に 仮 定 し て 各 レ
ー ダ 器 で 得 ら れ る ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル の 組 を 用 意 し て 識 別 を 行 っ た が 、 推 定 さ れ た
軌 跡 に は 、 観 測 誤 差 が 含 ま れ て い る こ と を 考 慮 し 、 推 定 さ れ た 軌 跡 を 含 む あ る 領 域 を 設 け
、 そ の 領 域 内 で 軌 跡 を 様 々 に 仮 定 し 、 仮 定 し た 軌 跡 に お い て 候 補 目 標 の 姿 勢 を 様 々 に 仮 定
し て 各 レ ー ダ 器 で 得 ら れ る ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル の 組 を 用 意 し て 識 別 を 行 う よ う に し
て も よ い 。
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【 ０ ０ ５ ４ 】
　 （ 他 の 実 施 例 ）
　 （ マ ル チ ス タ テ ィ ッ ク ）
　 上 記 実 施 の 形 態 ２ で は 、 複 数 の レ ー ダ 器 で パ ル ス を 送 受 信 し 、 同 一 目 標 を 観 測 す る モ ノ
ス タ テ ィ ッ ク レ ー ダ シ ス テ ム の 例 で 説 明 し た が 、 １ つ の レ ー ダ 器 で 送 信 を 行 い 、 全 て の レ
ー ダ 器 で 同 時 に 受 信 を 行 う マ ル チ ス タ テ ィ ッ ク レ ー ダ シ ス テ ム に お い て も 、 同 様 の 効 果 が
得 ら れ る こ と は 容 易 に 推 測 で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 （ 効 果 ）
　 以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に よ れ ば 、 レ ー ダ 数 が 少 な い 場 合 に も 、 高 分 解
能 な ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル を 用 い て 到 来 目 標 を 精 度 よ く 識 別 す る こ と が で き る 。 ま た
、 レ ン ジ 分 解 能 が 低 い レ ー ダ を 用 い て も 到 来 目 標 を 精 度 よ く 識 別 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 実 施 の 形 態 ３ ．
　 （ レ ー ダ 画 像 ）
　 以 下 、 図 ８ ～ 図 ９ に 従 い こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ８ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 ま
た 、 図 ９ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に よ る レ ー ダ 画 像 識 別 処 理 部 ２ ２ の 内 部 構 成 を 示 す
ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ８ 及 び 図 ９ に お い て 、 図 １ 及 び 図 ２ と 対 応 す る 部 分 に は 同 一 符 号 を
付 し そ の 詳 細 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ８ に 示 す レ ー ダ 装 置 は 、 複 数 地 点 に 設 置 し た レ ー ダ 器 で 同 一 目 標 を 観 測 し て 得 ら れ る
目 標 の 高 分 解 能 な 反 射 強 度 分 布 と し て レ ー ダ 画 像 を 用 い て 目 標 の 識 別 と 目 標 の 姿 勢 を 推 定
す る レ ー ダ 装 置 で あ っ て 、 複 数 地 点 に 設 置 し た レ ー ダ 器 １ １ （ １ １ － １ ， １ １ － ２ ， ・ ・
・ ， １ １ － Ｍ を 総 称 す る ） と 、 図 １ に 示 す 実 施 の 形 態 １ と 同 様 な 目 標 位 置 推 定 部 ２ と 、 デ
ー タ ベ ー ス と し て の 部 分 Ｒ Ｃ Ｓ （ Radar Cross Section） デ ー タ ベ ー ス ２ ３ と 、 識 別 処 理
部 と し て の 画 像 再 生 部 ２ １ 及 び レ ー ダ 画 像 識 別 処 理 部 ２ ２ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ こ で 、 部 分 Ｒ Ｃ Ｓ デ ー タ ベ ー ス １ ４ は 、 高 分 解 能 な 反 射 強 度 分 布 の 観 測 角 特 性 と し て
、 候 補 目 標 の 部 分 Ｒ Ｃ Ｓ （ Radar Cross Section） の 観 測 角 特 性 を 予 め 蓄 積 し 、 レ ー ダ 画
像 識 別 処 理 部 ２ ２ は 、 推 定 し た 目 標 位 置 に お い て 候 補 目 標 の 姿 勢 を 仮 定 し て 、 各 レ ー ダ 器
で 得 ら れ る レ ー ダ 画 像 の 組 を 用 意 し 、 到 来 目 標 の レ ー ダ 画 像 と 比 較 す る こ と に よ り 到 来 目
標 の 機 種 と 姿 勢 を 推 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 レ ー ダ 画 像 識 別 処 理 部 ２ ２ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 図 ２ 及 び 図 ７ に 示 す 実 施 の 形
態 １ 及 び ２ と 同 様 な 、 観 測 角 算 出 部 ３ ａ 及 び 判 定 部 ３ ｃ を 有 す る と 共 に 、 レ ン ジ プ ロ フ ィ
ー ル 読 み 出 し 部 ３ ｂ の 代 わ り に 、 部 分 Ｒ Ｃ Ｓ デ ー タ ベ ー ス ２ ３ か ら 観 測 角 に 対 応 す る 候 補
目 標 の 部 分 Ｒ Ｃ Ｓ の 観 測 角 特 性 を 読 み 出 す 部 分 Ｒ Ｃ Ｓ 読 み 出 し 部 ２ ２ ａ を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 前 述 し た 実 施 の 形 態 ２ で は 、 レ ン ジ 分 解 能 が 低 い レ ー ダ で レ ン ジ に 直 交 す る ク ロ ス レ ン
ジ 方 向 の 長 さ に 対 す る 反 射 強 度 分 布 （ ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル ） を 観 測 し て 識 別 を 行 っ
た が 、 レ ン ジ 分 解 能 が 高 い レ ー ダ を 用 い る こ と に よ り 、 目 標 上 の 反 射 強 度 分 布 を レ ン ジ と
ク ロ ス レ ン ジ を 軸 と す る 高 分 解 能 な 画 像 と し て 得 る こ と が で き る 。 レ ン ジ と ク ロ ス レ ン ジ
を 軸 と す る 目 標 の レ ー ダ 画 像 の 生 成 方 法 は 、 文 献 High-Resolution Radar Second Edition
（ 著 者 Donald R. Wehner, 出 版 社 Artech House Publishers、  pp. 341～ 433） を 参 照 の こ
と 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 次 に 、 上 記 構 成 を 備 え る 実 施 の 形 態 ３ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
　 （ １ ） レ ー ダ 器 １ １ － ｍ と 目 標 位 置 推 定 部 ２ ま で の 処 理 は 実 施 の 形 態 ２ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
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　 （ ２ ） 目 標 位 置 推 定 部 ２ か ら の 目 標 位 置 Ｐ ｔ （ ｈ ） と 受 信 信 号 ｇ ｍ （ ｈ ） を 受 信 し た 画
像 再 生 部 ２ １ は 、 上 記 受 信 信 号 を 処 理 し て レ ン ジ と ク ロ ス レ ン ジ を 軸 と す る 目 標 の レ ー ダ
画 像 Ｉ ｍ （ ｍ ＝ １ 、 ２ 、 ・ ・ ・ ， Ｍ ） を 再 生 し 、 得 ら れ た レ ー ダ 画 像 Ｉ ｍ と 目 標 位 置 Ｐ ｔ

（ ｈ ） を レ ー ダ 画 像 識 別 処 理 部 ２ ２ に 送 る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 レ ー ダ 画 像 識 別 処 理 部 ２ ２ は 、 実 施 の 形 態 ２ で 、 ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 識 別 処 理 部
１ ２ が 、 観 測 し た 目 標 の ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル と 候 補 目 標 の ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー
ル を 比 較 し て い た も の を 、 レ ー ダ 画 像 に 代 え た 処 理 で あ る の で 、 説 明 を 省 略 す る 。 な お 、
ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル に 代 え て レ ー ダ 画 像 を 用 い て 識 別 す る よ う に し た の で 、 部 分 Ｒ
Ｃ Ｓ 読 み 出 し 部 ２ ２ ａ は 、 ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル に 代 え て 、 レ ン ジ と ク ロ ス レ ン ジ を
軸 と す る 候 補 目 標 の レ ー ダ 画 像 を 生 成 す る 。 こ の と き 、 候 補 目 標 の レ ー ダ 画 像 は 、 各 候 補
目 標 Ｎ に つ い て 様 々 な 観 測 角 に 対 す る 部 分 Ｒ Ｃ Ｓ を 蓄 積 し て い る 部 分 Ｒ Ｃ Ｓ デ ー タ ベ ー ス
か ら 部 分 Ｒ Ｃ Ｓ を 読 み 出 し て き て 生 成 す る 。 こ こ で 、 部 分 Ｒ Ｃ Ｓ は 、 目 標 上 の 各 散 乱 中 心
の Ｒ Ｃ Ｓ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 （ 他 の 実 施 例 ）
　 （ マ ル チ ス タ テ ィ ッ ク ）
　 上 記 実 施 の 形 態 ３ で は 、 各 レ ー ダ 器 １ １ － ｍ が そ れ ぞ れ 独 自 に 送 受 信 を 行 う モ ノ ス タ テ
ィ ッ ク レ ー ダ シ ス テ ム の 例 で 説 明 し た が 、 １ つ の レ ー ダ 器 で 送 信 を 行 い 、 全 て の レ ー ダ 器
で 同 時 に 受 信 を 行 う マ ル チ ス タ テ ィ ッ ク レ ー ダ シ ス テ ム に お い て も 、 同 様 の 効 果 が 得 ら れ
る こ と は 容 易 に 推 測 で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 （ 効 果 ）
　 以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に よ れ ば 、 高 分 解 能 な レ ー ダ 画 像 を 用 い る こ と
に よ り 目 標 識 別 処 理 の パ ラ メ ー タ が さ ら に 増 大 し 、 レ ー ダ 数 が 少 な い 場 合 に も 到 来 目 標 を
精 度 よ く 識 別 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 実 施 の 形 態 ４ ．
　 （ 特 徴 量 ）
　 以 下 、 図 １ ０ ～ 図 １ １ に 従 い こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ ０ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
　 図 １ ０ に 示 す レ ー ダ 装 置 は 、 複 数 地 点 に 設 置 し た レ ー ダ 器 で 同 一 目 標 を 観 測 し て 得 ら れ
る 目 標 の 高 分 解 能 な 反 射 強 度 分 布 の 特 徴 量 を 用 い て 目 標 の 識 別 と 目 標 の 姿 勢 を 推 定 す る レ
ー ダ 装 置 で あ っ て 、 複 数 地 点 に 設 置 し た レ ー ダ 器 １ （ １ － １ ， １ － ２ ， ・ ・ ・ ， １ － Ｍ を
総 称 す る ） と 、 図 １ に 示 す 実 施 の 形 態 １ と 同 様 な 目 標 位 置 推 定 部 ２ と 、 デ ー タ ベ ー ス と し
て の 特 徴 量 デ ー タ ベ ー ス ３ ３ と 、 識 別 処 理 部 と し て の 特 徴 量 算 出 部 ３ １ 及 び 特 徴 量 識 別 処
理 部 ３ ２ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ こ で 、 特 徴 量 デ ー タ ベ ー ス ３ ３ は 、 高 分 解 能 な 反 射 強 度 分 布 の 観 測 角 特 性 と し て 、 候
補 目 標 の 高 分 解 能 な 反 射 強 度 分 布 の 特 徴 量 の 観 測 角 特 性 を 予 め 蓄 積 し 、 特 徴 量 識 別 処 理 部
３ ２ は 、 推 定 し た 目 標 位 置 に お い て 候 補 目 標 の 姿 勢 を 仮 定 し て 、 各 レ ー ダ 器 で 得 ら れ る 高
分 解 能 な 反 射 強 度 分 布 の 特 徴 量 の 組 を 用 意 し 、 到 来 目 標 の 高 分 解 能 な 反 射 強 度 分 布 の 特 徴
量 と 比 較 す る こ と に よ り 到 来 目 標 の 機 種 と 姿 勢 を 推 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 次 に 、 上 記 構 成 を 備 え る 実 施 の 形 態 ４ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
　 本 実 施 の 形 態 ４ で は 、 観 測 し た 目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル か ら 得 ら れ る 特 徴 量 と 、 候 補
目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル か ら 得 ら れ る 特 徴 量 を 照 ら し 合 わ せ る こ と に よ り 識 別 を 行 う 点
が 上 記 実 施 の 形 態 １ と 異 な る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 目 標 位 置 推 定 部 ２ か ら 目 標 位 置 Ｐ ｔ と 目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル ｓ ｍ を 受 信 す る 特 徴 量
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算 出 部 ３ １ で は 、 各 レ ー ダ 器 １ － ｍ で 観 測 し た レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル ｓ ｍ か ら 、 特 徴 量 と し
て は 、 以 下 の 目 標 の 大 き さ と 平 均 電 力 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 （ 目 標 の 大 き さ ）
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 各 レ ー ダ 器 １ － ｍ で 観 測 し た レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル ｓ ｍ に 対 し 、 受
信 信 号 強 度 の 閾 値 Ｔ a m p を 設 定 し 、 閾 値 Ｔ a m p を 超 え る レ ン ジ セ ル か ら 目 標 の 大 き さ Ｌ ｍ を
推 定 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 （ 平 均 電 力 ）
　 各 レ ー ダ 器 １ － ｍ で 観 測 し た レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル ｓ ｍ に 対 し 、 受 信 信 号 強 度 の 閾 値 Ｔ a m

p を 設 定 し 、 閾 値 Ｔ a m p を 超 え る レ ン ジ セ ル の 受 信 信 号 強 度 を 平 均 し 、 平 均 電 力 Ｐ ｍ と す る
。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 特 徴 量 算 出 部 ３ １ は 、 目 標 位 置 Ｐ ｔ と 、 各 レ ー ダ 器 １ － ｍ で 観 測 し た レ ン ジ プ ロ フ ィ ー
ル ｓ ｍ か ら 上 記 の よ う に し て 算 出 し た 特 徴 量 を 特 徴 量 識 別 処 理 部 ３ ２ に 送 る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 特 徴 量 識 別 処 理 部 ３ ２ で は 、 目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル か ら 得 ら れ る 特 徴 量 と 、 候 補 目
標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル か ら 得 ら れ る 特 徴 量 を 照 ら し 合 わ せ る こ と に よ り 識 別 を 行 う 。 す
な わ ち 、 観 測 さ れ た 位 置 に お い て 候 補 目 標 の 姿 勢 を 様 々 に 仮 定 し て 、 各 レ ー ダ 器 で 得 ら れ
る レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル か ら 算 出 さ れ る 特 徴 量 を 、 候 補 目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル か ら 算 出
し た 特 長 量 の 観 測 角 特 性 を 予 め 記 憶 し て い る 特 徴 量 デ ー タ ベ ー ス ３ ３ か ら 読 み 出 し て く る
こ と に よ っ て 用 意 し 、 観 測 し た 目 標 の 特 徴 量 と の 差 を 最 小 に す る 候 補 目 標 と 姿 勢 を そ れ ぞ
れ 到 来 目 標 の 機 種 と 姿 勢 の 推 定 値 と す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 （ 効 果 ）
　 以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に よ れ ば 、 目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル か ら 得 ら
れ る 特 徴 量 と 、 候 補 目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル か ら 算 出 し た 特 徴 量 を 照 ら し 合 わ せ る こ と
に よ り 識 別 を 行 う よ う に し た の で 、 例 え ば 雑 音 に よ り 観 測 し た レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル が 変 化
し た 場 合 に も 、 識 別 の 精 度 が 低 下 す る の を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 ４ で は 、 上 記 実 施 の 形 態 １ の 発 展 形 と し て そ の 内 容 を 説 明 し た が 、
上 記 実 施 の 形 態 ２ お よ び ３ の 発 展 形 と し て も 実 現 で き る の は 言 う ま で も な い 。 す な わ ち 、
候 補 目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル の 他 に 、 ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 、 レ ン ジ と ク ロ ス レ ン
ジ を 軸 と す る レ ー ダ 画 像 の い ず れ か か ら 算 出 し た 特 徴 量 を 照 ら し 合 わ せ る こ と に よ り 識 別
を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 実 施 の 形 態 ５ ．
　 （ 周 波 数 ）
　 以 下 、 図 １ ２ ～ 図 １ ３ に 従 い こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ ２ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
　 図 １ ２ に 示 す レ ー ダ 装 置 は 、 複 数 地 点 に 設 置 し た レ ー ダ 器 で 同 一 目 標 を 観 測 し て 得 ら れ
る 目 標 の 高 分 解 能 な 反 射 強 度 分 布 を 用 い て 目 標 の 識 別 と 目 標 の 姿 勢 を 推 定 す る レ ー ダ 装 置
で あ っ て 、 複 数 地 点 に 設 置 し た レ ー ダ 器 ４ １ （ ４ １ － １ ， ４ １ － ２ ， ・ ・ ・ ， ４ １ － Ｍ を
総 称 す る ） と 、 図 １ に 示 す 実 施 の 形 態 １ と 同 様 な 目 標 位 置 推 定 部 ２ と 、 デ ー タ ベ ー ス と し
て の 多 周 波 数 特 徴 量 デ ー タ ベ ー ス ４ ３ と 、 識 別 処 理 部 と し て の 周 波 数 考 慮 型 識 別 処 理 部 ４
２ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 こ こ で 、 多 周 波 数 デ ー タ ベ ー ス ４ ３ は 、 高 分 解 能 な 反 射 強 度 分 布 の 観 測 角 特 性 と し て 、
候 補 目 標 の レ ー ダ 信 号 の 周 波 数 に 対 応 し た 高 分 解 能 な 反 射 強 度 分 布 及 び そ の 特 徴 量 の 観 測
角 特 性 を 蓄 積 し 、 周 波 数 考 慮 型 識 別 処 理 部 ４ ２ は 、 各 レ ー ダ 器 が 周 波 数 の 異 な る レ ー ダ 信
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号 を 送 受 信 す る こ と を 考 慮 し て 目 標 の 機 種 の 識 別 と 姿 勢 の 推 定 を 行 う 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 す な わ ち 、 本 実 施 の 形 態 ５ で は 、 実 施 の 形 態 １ に お い て 、 レ ー ダ 器 １ を レ ー ダ 器 ４ １ に
、 識 別 処 理 部 １ を 周 波 数 考 慮 型 識 別 処 理 部 ４ ２ に 、 デ ー タ ベ ー ス １ を 多 周 波 数 デ ー タ ベ ー
ス ４ ３ に 代 え た 点 が 異 な る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 次 に 、 上 記 構 成 を 備 え る 実 施 の 形 態 ５ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
　 （ １ ） 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 各 レ ー ダ 器 ４ １ － ｍ が 異 な る 周 波 数 ｆ ｍ （ ｍ ＝ １ 、 ２ 、 ・
・ ・ ， Ｍ ） で 送 受 信 を 行 い 、 目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル と 目 標 ま で の 距 離 を 得 る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 （ ２ ） 周 波 数 考 慮 型 識 別 処 理 部 ４ ２ で は 、 目 標 位 置 に お い て 候 補 目 標 の 姿 勢 を 様 々 に 仮
定 し て 、 各 レ ー ダ 器 ４ １ － ｍ で 周 波 数 ｆ ｍ の レ ー ダ 信 号 を 送 受 信 し て 得 ら れ る レ ン ジ プ ロ
フ ィ ー ル を 、 複 数 の 周 波 数 に 関 し て 候 補 目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル の 観 測 角 特 性 を 予 め 記
憶 し て い る 多 周 波 数 デ ー タ ベ ー ス ４ ３ か ら 読 み 出 し て く る こ と に よ っ て 用 意 し 、 観 測 し た
目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル と の 差 を 最 小 に す る 候 補 目 標 と 姿 勢 を そ れ ぞ れ 到 来 目 標 の 機 種
と 姿 勢 の 推 定 結 果 と す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 ５ で は 、 各 レ ー ダ 器 で 周 波 数 の 異 な る レ ー ダ 信 号 を 送 受 信 し
て 目 標 識 別 を 行 え る よ う に し た の で 、 周 波 数 を 切 り 替 え て 送 受 信 を 行 え る レ ー ダ 器 は 、 必
要 に 応 じ て 送 受 信 信 号 の 周 波 数 を 選 択 で き る 。 ま た 、 送 受 信 信 号 の 周 波 数 が 異 な る 単 体 レ
ー ダ 器 を ネ ッ ト ワ ー ク 化 し て 識 別 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 ５ で は 、 上 記 実 施 の 形 態 １ の 発 展 形 と し て そ の 内 容 を 説 明 し た が 、
上 記 実 施 の 形 態 ２ お よ び ３ の 発 展 形 と し て も 実 現 で き る の は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 実 施 の 形 態 ６ ．
　 （ 偏 波 ）
　 以 下 、 図 １ ４ ～ 図 １ ５ に 従 い こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ６ に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ ４ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ６ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
　 図 １ ４ に 示 す レ ー ダ 装 置 は 、 複 数 地 点 に 設 置 し た レ ー ダ 器 で 同 一 目 標 を 観 測 し て 得 ら れ
る 目 標 の 高 分 解 能 な 反 射 強 度 分 布 を 用 い て 目 標 の 識 別 と 目 標 の 姿 勢 を 推 定 す る レ ー ダ 装 置
で あ っ て 、 複 数 地 点 に 設 置 し た レ ー ダ 器 ５ １ （ ５ １ － １ ， ５ １ － ２ ， ・ ・ ・ ， ５ １ － Ｍ を
総 称 す る ） と 、 図 １ に 示 す 実 施 の 形 態 １ と 同 様 な 目 標 位 置 推 定 部 ２ と 、 デ ー タ ベ ー ス と し
て の 散 乱 行 列 デ ー タ ベ ー ス ５ ３ と 、 識 別 処 理 部 と し て の 偏 波 考 慮 型 識 別 処 理 部 ５ ２ と を 備
え て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ こ で 、 散 乱 行 列 デ ー タ ベ ー ス ５ ３ は 、 高 分 解 能 な 反 射 強 度 分 布 の 観 測 角 特 性 と し て 、
高 分 解 能 な 反 射 強 度 分 布 の 観 測 角 特 性 と し て 、 候 補 目 標 の 散 乱 行 列 レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル の
観 測 角 特 性 を 蓄 積 し 、 偏 波 考 慮 型 識 別 処 理 部 ５ ２ は 、 各 レ ー ダ 器 が 偏 波 の 異 な る レ ー ダ 信
号 を 送 受 信 す る こ と を 考 慮 し て 目 標 の 機 種 の 識 別 と 姿 勢 の 推 定 を 行 う 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 す な わ ち 、 本 実 施 の 形 態 ６ で は 、 実 施 の 形 態 １ に お い て 、 レ ー ダ 器 １ を レ ー ダ 器 ５ １ に
、 識 別 処 理 部 １ を 偏 波 考 慮 型 識 別 処 理 部 ５ ２ に 、 デ ー タ ベ ー ス １ を 散 乱 行 列 デ ー タ ベ ー ス
５ ３ に 代 え た 点 が 異 な る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 次 に 、 上 記 構 成 を 備 え る 実 施 の 形 態 ６ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
　 （ １ ） 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 各 レ ー ダ 器 ５ １ － ｍ が 異 な る 偏 波 Ｐ ｍ （ ｍ ＝ １ 、 ２ 、 ・ ・
・ ， Ｍ ） で 送 受 信 を 行 い 、 目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル と 目 標 ま で の 距 離 を 得 る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 （ ２ ） 散 乱 行 列 デ ー タ ベ ー ス ５ ３ は 、 散 乱 行 列 レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル の 観 測 角 特 性 を 予 め
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記 憶 し て お り 、 こ の 情 報 を 用 い れ ば 、 偏 波 合 成 に よ り 任 意 の 送 受 信 偏 波 に 対 す る レ ン ジ プ
ロ フ ィ ー ル を 計 算 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 散 乱 行 列 デ ー タ ベ ー ス ５ ３ に は 、 観 測 角 （ θ ｍ 、
φ ｍ ） に 対 応 す る 候 補 目 標 Ｎ の 散 乱 行 列 レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル ｚ Ｎ 、 （ θ ｍ 、 φ ｍ ） を 記 憶
す る も の と す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
【 数 １ ３ 】
　
　
　
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 た だ し 、 z（ r） は ｒ 番 目 の レ ン ジ ビ ン に お け る 散 乱 行 列 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 偏 波 考 慮 型 識 別 処 理 部 ５ ２ は 、 目 標 位 置 に お い て 候 補 目 標 の 姿 勢 を 様 々 に 仮 定 し て 、 各
レ ー ダ 器 ５ １ － ｍ で 偏 波 Ｐ ｍ の レ ー ダ 信 号 を 送 受 信 し て 得 ら れ る レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル を 、
候 補 目 標 の 散 乱 行 列 レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル の 観 測 角 特 性 を 予 め 記 憶 し て い る 散 乱 行 列 デ ー タ
ベ ー ス ５ ３ か ら 読 み 出 し て き て 生 成 し 、 観 測 し た 目 標 の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル と の 差 を 最 小
に す る 候 補 目 標 と 姿 勢 を そ れ ぞ れ 到 来 目 標 の 機 種 と 姿 勢 の 推 定 結 果 と す る 。 偏 波 合 成 に つ
い て は 文 献 Radar Polarimetry for Geoscience Applications（ 著 者 Fawwaz T. Ulaby, Ch
arles Elachi, 出 版 社 Artech House、  pp. 27～ 32） を 参 照 の こ と 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 （ 効 果 ）
　 以 上 の よ う に 、 実 施 の 形 態 ６ に よ れ ば 、 各 レ ー ダ 器 で 異 な る 偏 波 を 送 受 信 し て 目 標 識 別
を 行 え る よ う に し た の で 、 偏 波 を 切 り 替 え て 送 受 信 を 行 え る レ ー ダ 器 は 、 必 要 に 応 じ て 送
受 信 信 号 の 偏 波 を 選 択 で き る 。 ま た 、 送 受 信 信 号 の 偏 波 が 異 な る レ ー ダ 器 を ネ ッ ト ワ ー ク
化 し て 識 別 を 行 う こ と が で き る 。 さ ら に 、 デ ー タ ベ ー ス に 候 補 目 標 の 散 乱 行 列 レ ン ジ プ ロ
フ ィ ー ル を 蓄 積 す る よ う に し た の で 、 あ ら ゆ る 偏 波 に 対 す る レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル を 蓄 積 す
る 必 要 が な く 、 デ ー タ ベ ー ス の 容 量 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 ６ で は 、 上 記 実 施 の 形 態 １ の 発 展 形 と し て そ の 内 容 を 説 明 し た が 、
上 記 実 施 の 形 態 ２ お よ び ３ の 発 展 形 と し て も 実 現 で き る の は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 実 施 の 形 態 ７ ．
　 （ 複 数 回 観 測 、 多 数 決 ）
　 以 下 、 図 １ ６ ～ 図 １ ７ に 従 い こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ７ に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ ６ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ７ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
　 図 １ ６ に 示 す レ ー ダ 装 置 は 、 複 数 地 点 に 設 置 し た レ ー ダ 器 で 同 一 目 標 を 観 測 し て 得 ら れ
る 目 標 の 高 分 解 能 な 反 射 強 度 分 布 を 用 い て 目 標 の 識 別 と 目 標 の 姿 勢 を 推 定 す る レ ー ダ 装 置
で あ っ て 、 図 １ に 示 す 実 施 の 形 態 １ と 同 様 な 構 成 と し て 、 複 数 地 点 に 設 置 し た レ ー ダ 器 １
（ １ － １ ， １ － ２ ， ・ ・ ・ ， １ － Ｍ を 総 称 す る ） と 、 図 １ に 示 す 実 施 の 形 態 １ と 同 様 な 目
標 位 置 推 定 部 ２ と 、 デ ー タ ベ ー ス と し て の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル デ ー タ ベ ー ス ４ と 、 識 別 処
理 部 と し て の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 識 別 処 理 部 ３ ２ と を 備 え る と 共 に 、 各 レ ー ダ 器 で の 送 受
信 か ら 識 別 処 理 部 で の 識 別 ま で の 処 理 を 複 数 回 繰 り 返 し て 得 ら れ る 複 数 の 識 別 結 果 の 中 で
、 最 も 多 く 目 標 の 機 種 と 判 断 さ れ た 候 補 目 標 を 最 終 的 な 到 来 目 標 の 機 種 と し て 出 力 す る 複
数 回 観 測 判 定 部 ６ １ を さ ら に 備 え て い る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 す な わ ち 、 本 実 施 の 形 態 ７ で は 、 実 施 の 形 態 １ に お い て 、 複 数 回 観 測 判 定 部 ６ １ を 加 え
た 点 が 異 な る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 次 に 、 上 記 構 成 を 備 え る 実 施 の 形 態 ７ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
　 （ １ ） 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 各 レ ー ダ 器 １ － ｍ で の 送 受 信 か ら レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 識 別
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処 理 部 ３ で の 識 別 ま で の 処 理 を 複 数 回 繰 り 返 し て 、 得 ら れ た 複 数 の 識 別 結 果 を 複 数 回 観 測
判 定 部 ６ １ が 蓄 積 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 （ ２ ） 複 数 回 観 測 判 定 部 ６ １ は 、 得 ら れ た 識 別 結 果 の 中 で 、 最 も 多 く 識 別 結 果 と し て 選
択 さ れ た 候 補 目 標 と 姿 勢 を 、 到 来 目 標 の 機 種 と 姿 勢 の 識 別 結 果 と す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 （ 効 果 ）
　 以 上 よ う に 、 実 施 の 形 態 ７ に よ れ ば 、 複 数 回 の 観 測 で 得 ら れ た 複 数 の 識 別 結 果 を 総 合 し
て 識 別 結 果 を 得 る よ う に し た の で 、 誤 識 別 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 ７ で は 、 実 施 の 形 態 １ の 発 展 形 と し て そ の 内 容 を 説 明 し た が 、 実 施
の 形 態 ２ な い し ６ の 発 展 形 と し て も 実 現 で き る の は 言 う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ９ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 識 別 処 理 部 ３ の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 識 別 処 理 部 １ ３ の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 図 ８ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の レ ー ダ 画 像 識 別 処 理 部 ２ ２ の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ６ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ６ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ７ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ７ に 係 る レ ー ダ 装 置 の 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ０ 】
　 １ ， １ － １ ， １ － ２ ， ・ ・ ・ ， １ － Ｍ 、 １ １ ， １ １ － １ ， １ １ － ２ ， ・ ・ ・ ， １ １ － Ｍ
、 ４ １ ， ４ １ － １ ， ４ １ － ２ ， ・ ・ ・ ， ４ １ － Ｍ 、 ５ １ ， ５ １ － １ ， ５ １ － ２ ， ・ ・ ・ ，
５ １ － Ｍ 　 レ ー ダ 器 、 ２ 　 目 標 位 置 推 定 部 、 ３ 　 レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 識 別 処 理 部 、 ３ ａ 　
観 測 角 算 出 部 、 ３ ｂ 　 レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 読 み 出 し 部 、 ３ ｃ 　 判 定 部 、 ４ 　 レ ン ジ プ ロ フ
ィ ー ル デ ー タ ベ ー ス 、 １ ２ 　 ク ロ ス レ ン ジ プ ロ フ ィ ー ル 生 成 部 、 １ ３ 　 ク ロ ス レ ン ジ プ ロ
フ ィ ー ル 識 別 処 理 部 、 １ ３ ａ 　 Ｒ Ｃ Ｓ 読 み 出 し 部 、 １ ４ 　 Ｒ Ｃ Ｓ デ ー タ ベ ー ス 、 １ ２ 　 画
像 再 生 部 、 ２ ２ 　 レ ー ダ 画 像 識 別 処 理 部 、 ２ ２ ａ 　 部 分 Ｒ Ｃ Ｓ 読 み 出 し 部 、 ３ ３ 　 部 分 Ｒ
Ｃ Ｓ デ ー タ ベ ー ス 、 ３ １ 　 特 徴 量 算 出 部 、 ３ ２ 　 特 徴 量 識 別 処 理 部 、 ３ ３ 　 特 徴 量 デ ー タ
ベ ー ス 、 ４ ２ 　 周 波 数 考 慮 型 識 別 処 理 部 、 ４ ３ 　 多 周 波 数 デ ー タ ベ ー ス 、 ５ ２ 　 偏 波 考 慮
型 識 別 処 理 部 、 ５ ３ 　 散 乱 行 列 デ ー タ ベ ー ス 、 ６ １ 　 複 数 回 観 測 判 定 部 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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